
 

 

 

物  質  名 四塩化炭素 ＤＢ－15 

別  名 
テトラクロロメタン 
カーボンテトラクロライド 
パークロロメタン 

CAS 番号 56-23-5 
PRTR 番号 第 1 種 112 
化審法番号 2-38 

構 造 式 

 

分子式 CCl4 分子量 153.82 
沸点 76.8℃ 1) 融点 －23℃ 1) 
蒸気圧 1.15×102 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 6.29 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 2.83 3) 水溶性 1,160 mg/L（25℃）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 8,263 mg/kg 5)  
 マウス 吸入 LC50 9,526 ppm（60,000 mg/m3）（8h）5)  
 ラット 経口 LD50 2,350 mg/kg  5)  
 ラット 吸入 LC50 8,000 ppm（50,000 mg/m3）（4h）5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・雄ラットに 0、1、10、33 mg/kg/day を 12 週間（5 日/週）強制経口投与した結果、10 mg/kg/day
以上の群で、軽度の小葉中心性の肝細胞空胞化及び血清中のソルビトールデヒドロゲナーゼ

活性の上昇に発生率の有意な増加を認めた。これらの結果から、LOAEL は 10 mg/kg/day（暴

露状況で補正：7.1 mg/kg/day）、NOAEL は 1 mg/kg/day（暴露状況で補正：0.71 mg/kg/day）
であった 6) 。 

・マウスの雌に 0、1.2、12、120 mg/kg/day を 90 日間（5 日/週）強制経口投与した結果、12 mg/kg/day
以上の群で血清中の酵素活性に有意な上昇を認め、肝臓の腫大及び脂肪の蓄積もみられた。

また、120 mg/kg/day 群では肝臓の絶対及び相対重量の有意な増加を認め、肝細胞の壊死及び

脂肪浸潤もみられた。これらの結果から、NOAEL は 1.2 mg/kg/day（暴露状況で補正：0.86 
mg/kg/day）であった 7) 。 

・ラット、モルモット、ウサギ、イヌ及びサルに 0、6.1、61 mg/m3 を 90 日間（連続暴露）、515 
mg/m3 を 6 週間（8 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、全ての動物種の 61 mg/m3 群で体重増

加の抑制を認め、サルの全数で脱毛がみられた。全ての動物種の 515 mg/m3 群で肺の間質性

繊維症、肺炎、肝臓での斑状の着色及び脂肪変性がみられ、これらの症状の他にモルモット

では胆管増殖、肝細胞の変性、肝臓の限局的な炎症性浸潤、門脈性肝硬変がみられた。6.1 mg/m3

では全ての動物種で暴露に関連した症状はみられなかった 8) 。これらの結果から、NOAEL
は 6.1 mg/m3 であった。 

・ラット、モルモット、ウサギ及びサルに、0、32、63、160、320、630、1,282、2,520 mg/m3

を 5.5～6.5 ヶ月間（7 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、ラットでは 63 mg/m3 以上の群で肝

臓重量の増加、肝脂肪量（特に中性脂肪とエステル化コレステロール）の増加、肝臓の脂肪

変性がみられ、320 mg/m3 群で尿細管上皮での影響、630 mg/m3 以上の群で肝硬変、1,282 mg/m3

以上の群で睾丸重量の減少がみられた。モルモットでは 63 mg/m3 以上の群でラットと同様の
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症状が現れ、ウサギの 160 mg/m3 以上の群で肝硬変がみられ、ウサギの 160 mg/m3 以上の群及

びサルの 630 mg/m3 以上の群で軽微～中程度の肝細胞の脂肪変性がみられた。これらの結果

から、NOAEL は 32 mg/m3（暴露状況で補正：6.67 mg/m3）であった 9) 。 
・ラットに 0、32、160、801 mg/m3 を 2 年間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、801 mg/m3

群で生存率の有意な低下（主な死因は肝腫瘍及び慢性的な腎症）を認め、160 mg/m3 以上の群

で体重増加の抑制、肝臓で脂肪変性、セロイド沈着、線維症、肉芽形成、肝硬変がみられた。

160 mg/m3 群で肝臓酵素を含む血液成分の変化、32 mg/m3 及び 160 mg/m3 群で尿中の硝酸塩及

びタンパク質量の変化がみられた。また、雄では 32 mg/m3 以上の群で脾臓のヘモジデリン沈

着が増加し、雌の 32 mg/m3 以上の群及び雄の 160 mg/m3 以上の群の鼻粘膜で好酸性化がみら

れ、雌の 160 mg/m3 以上の群及び雄の 801 mg/m3 群で進行性の糸球体腎炎がみられた。801 
mg/m3 群では、リンパ節でセルロイド及び顆粒沈着がみられた 10) 。これらの結果から、LOAEL
は 32 mg/m3（暴露状況で補正：5.7 mg/m3）であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、25、50、75 mg/kg/day をコーン油及び 10％Emulphor に添加して妊娠 6 日目から

15 日目まで強制経口投与した結果、コーン油及び 10％Emulphor に添加した 50 mg/kg/day 以

上の群で吸収胚がみられ、コーン油に添加した 75 mg/kg/day 群では吸収胚発生率に有意な増

加を認めた 11) 。 
・ラットに 0、214、6,435 mg/m3 を妊娠 6 日目から 15 日目（7 時間/日）まで吸入させた結果、

母ラットでは用量に依存した体重増加の抑制がみられ、214 mg/m3 以上の群で ALAT 活性の

上昇がみられた。仔では、214 mg/m3 以上の群で体重及び頭殿長の有意な低下が認められ、

6,435 mg/m3 群では胸骨分節の骨格異常（二分割及び骨化遅延）の有意な増加を認めた 12) 。

・ラットに 0、1,575 mg/m3 を妊娠 10 日目から 15 日目（8 時間/日）まで吸入させた結果、1,575 
mg/m3 群で仔の哺育率及び生存率の低下がみられた 13) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質は短期間の暴露で眼を刺激し、肝臓、腎臓、中枢神経系に影響を与え、意識を喪失さ

せることがあり、反復及び長期間の皮膚への暴露により、皮膚炎を起こすことがある 14) 。 

・本物質の肝毒性は飲酒習慣によって強められる可能性が示唆される 15) 。 

・6 人の男性ボランティアに本物質の蒸気 64.1 mg/m3 を 180 分、70.5 mg/m3 を 180 分、314 mg/m3

を 70 分吸入させた結果、64.1 mg/m3 以上で刺激、吐き気、めまい及び協調性の障害はみられ

ず、314 mg/m3 では ASAT の活性はみられなかったが、4 人のうち 2 人で暴露 48 時間後に血

清鉄濃度の低下がみられた 16) 。 
・288～641 mg/m3 に 1 週間～1 年間の暴露を受けた労働者 17 人を対象とした調査の結果、12

人で吐き気、食欲不振、嘔吐、胃腸の膨満、上胃部の不快感及び膨満、憂鬱感、頭痛及びめ

まいの症状が 1 つ以上現れたが、本物質の揮発を減少させる技術を導入し、暴露濃度が 0～
57 mg/m3 に低下した後ではこれらの症状は無くなり、6 ヶ月間の補完調査期間中にも再発し

なかった 17) 。 
・金属製造工場の労働者で肝硬変による死亡率がわずかに増加し、最も高い標準化死亡比（SMR）

2.7 は、過去に本物質の溶剤を使用した労働者のグループでみられたことから、本物質が肝硬

変の発症要因である可能性が考えられた。しかしながら、本物質及び他の化学物質の暴露濃

度、労働者の飲酒習慣が不明であることから本物質の暴露と肝硬変との関連性の評価は困難

であった 18) 。 
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・本物質の暴露濃度によって労働者を 4 群（対照群；262 人、6.4 mg/m3 未満群；40 人、6.4 mg/m3

以上～25.6 mg/m3 未満群；54 人、25.6 mg/m3 以上群；61 人）に分け、血液成分を比較した結

果、ALAT 及びγ-グルタミルトランスフェラーゼの異常値の割合が対照群よりも暴露を受け

た 3 群で高く、両者間で有意差を認めた。なお、全ての群のアルコール消費量は同程度であ

った 19) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：2B 20) 

実験動物では発がん性が認められるものの、ヒトでの発がん性に関しては十分な証拠がない

ため、IARC の評価では 2B（ヒトに対して発がん性が有るかもしれない）に分類されている。

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 

 ACGIH 21) TLV-TWA 5 ppm（31 mg/m3） 
TLV-STEL 10 ppm（63 mg/m3） 

 

 日本産業衛生学会 22) 5 ppm（31 mg/m3）  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 1 mg/kg/day（肝細胞

の空胞化など）を採用し、暴露状況で補正して 0.71 mg/kg/day とし、試験期間が短かったこと

から 10 で除した 0.071 mg/kg/day を暫定無毒性量等として設定する。 
 吸入暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 32 mg/m3（尿中の硝酸

塩及びタンパク質量の変化）を採用し、暴露状況で補正した 5.7 mg/m3 とし、LOAEL であるた

めに 10 で除した 0.57 mg/m3 を暫定無毒性量等として設定する。 
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